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論  文  内  容  の  要  旨  
 
  〔   題     名   〕  
里帰り分娩と祖母の精神的健康に関する研究 -自尊感情およびうつ傾向との関連- 
 
学 位 申 請 者   井 關 敦 子  
〔目的〕 
 祖母は育児支援資源として期待され、その支援のひとつに里帰り分娩がある。里帰り分娩の利点として、産褥期の
心身の回復、産後うつの予防、育児技術の向上があるが、欠点として、母親役割獲得遅延、母親の自立の遅れ、世代
間の育児方針の衝突などが指摘されている。祖母は里帰り分娩での重要なキーパーソンであるにもかかわらず、祖母
にとっての里帰り分娩の意義は十分に検討されていない。 
長寿、健康感、身体活動性は、高齢者の自尊感情と関連がある。また、自尊感情は、自己効力感、QOL、抑うつと
も関連がある。女性の中高年はうつの好発年齢であるが、援助行動は援助者の自尊感情を向上させ抑うつを低減させ
る。つまり、娘の里帰り分娩時の祖母による援助行動は、祖母自身の精神的健康度（自尊感情、うつ傾向）を向上さ
せる可能性がある。また、里帰り分娩の実態は支援を行う祖母の視点からも検討する必要がある。本研究では、里帰
り分娩と祖母の精神的健康度との関連について検討する。 
 
〔本研究で使用する心理尺度〕 
研究Ⅰ・Ⅲでは、自尊感情の測定にはローゼンバーグ自尊感情尺度日本語版（RSES-J）、うつ傾向の測定にはCES-D
日本語版を使用した。 
 
〔用語の定義〕 
研究Ⅰ～Ⅲでは中年期は40歳から59歳、高年期は60歳から79歳と定義する。娘とは出産した女性、祖母は出産した
女性の実母と定義する。 
 
〔方法並びに結果〕 
１．研究Ⅰ 
RSES-Jの中高年女性での精度の検討、中年期と高年期の精神的健康度（うつ傾向、自尊感情）の実態と世代間の
差の検討を目的に、M県T市婦人団体会員の中高年女性を対象に質問紙調査を実施した。自記式質問紙を280名に
配布し252名から回答があり（回収率90.0%）、CES-DとRSES-Jに完全回答であった207名（平均61.0±6.8歳）を分
析した（有効回答率73.9％）。RSES-Jのデータを探索的因子分析した結果、累積寄与率は47.2％、尺度全体のα係数
は0.793であった。またRSES-J とCES-Dとの相関係数は-0.534（p<0.01）であった。以上のことからRSES-Jの信頼
性と妥当性が確認された。中年期と高年期の比較では、うつ傾向、自尊感情ともに2群の差はなかった。中年期で
うつ傾向と関連するものは、趣味・ボランティア活動であった。自尊感情とうつ傾向は関連があり、その関連の
程度は中年期のほうが高年期より強かった。加齢は喪失を伴う過程であるが、高齢者は喪失に代るもの（責任感
・役割からのからの解放）を獲得していると考えられる。中年期にとって、趣味・ボランティア活動という他者
との肯定的交流は精神的健康にプラスとなる重要な因子である。 
 
２．研究Ⅱ 
祖母の立場から里帰り分娩の実態を明らかにし里帰り分娩の問題点を検討するため、娘（初産婦）の産後の世話
をした祖母を対象に、1か月健康診査時に半構造化面接を実施した。研究Ⅱでは、「里帰り分娩とは、出産前後に実
 家に戻った娘が祖母から支援を受け、3週間以上実家に滞在すること」と定義した。面接は、里帰り期間中の「娘に対する祖
母の支援姿勢」と「支援を行う中で体験した思い」に関する内容であった。祖母21名(平均54.2±5.4歳）から得たデ
ータは録音またはメモに残し逐語録とし、類似したものをまとめ質的帰納的に分析し、最終的に【カテゴリー】と
した。娘に対する祖母の支援姿勢は、【娘の心身の安楽をはかる】【娘（夫婦）の育児を見守る】【自身の育児能力
を見極め娘に必要なサポートを判断する】に集約された。また、支援を行う中で体験した思いは、【持続または再開する母
親役割】【低い自己評価と役割葛藤】【娘との不協和音】に集約された。祖母の支援姿勢は、先行研究で指摘されているような里
帰りの問題点に直結するものではなく、むしろこの問題を回避するものであった。また、祖母は母親役割の再開という肯定的な思
いとともに、低い自己評価や役割葛藤などの否定的な思いも体験していた。里帰り分娩の問題点は祖母の視点でも検討される
ことが必要であり、看護職は祖母の否定的な思いにも関心を向ける必要がある。 
 
３．研究Ⅲ 
分娩前後の娘に対する祖母の支援形態と精神的健康度（うつ傾向、自尊感情）との関連を検討するために、祖母に
対して2回の質問紙調査（1回目：娘の妊娠28週以降 2回目：娘の産褥12週以内）を行った。妊娠中の娘を介して、祖
母600名に2回分の質問紙を1度に手渡し法または郵送法で配布した。回収は郵送法で、産前産後ともに回収されたのは
237名（回収率39.5%）、そのうち心理尺度に完全回答かつ調査期間内に回答があった198名（平均57.0±5.3歳）を分析
した（有効回答率33.0%）。研究Ⅲでは、支援あり（①産前から実家②産後から実家③産後から娘宅）と支援なしに
分類し、特に①産前から実家群を「里帰り分娩」と定義した。祖母の社会的背景のうち、支援の有無と関連があった
のは娘の出産歴であった。祖母全体では、産前産後で自尊感情、うつ傾向ともに変化はなかった。しかし①産前
から実家群では、産後有意に自尊感情が低下し、その低下は中年期祖母の低下が原因であった。中年期の特徴と
して、高年期よりも就業者が多く、趣味・ボランティア活動が少なく、介護が必要な家族がいる者の割合が高い。
この状況に、①産前から実家（里帰り分娩）と言う条件が加わると、さらに多重役割となり負担感が増え、自尊
感情の低下をきたしたと考えられる。 
 
〔研究の総括〕 
本研究より以下のことが明らかになった。 
１）RSES-Jはその精度が確認され、中高年女性を対象とした使用は可能であった。中年期女性と高年期女性の比較で
は、うつ傾向、自尊感情ともに差はなかった。中年期において趣味・ボランティア活動をする者はうつ傾向が小さ
かった。うつ傾向と自尊感情は有意な関連があり、その関連は中年期に強かった。 
２）祖母は、里帰り分娩に伴う問題を回避する支援姿勢を持っていた。里帰り分娩は、祖母の母親役割が再開し、祖
母は肯定的な思いとともに、低い自己評価や役割葛など否定的思いも持っていた。 
３）祖母全体では、産後支援の有無は祖母の精神的健康度と関連していなかった。しかし、中年期で産前から実家（里
帰り分娩）群は、産後有意に自尊感情が低下していた。 
 
〔今後の課題〕 
祖母全体では里帰り分娩は精神的健康度と関連がなく、祖母のうつ予防の可能性があるとは言えない。また、中年
期祖母にとって、里帰り分娩は多重役割となり、自尊心を低下させる可能性がある。この現状に対して、中年期祖母
が就業しているあるいは実家に要介護者がある場合は、産前から実家（里帰り分娩）で支援するよりも、産後からの
支援が選択肢として提案できる。里帰り分娩では祖母に負担が集中しないよう、家族全員が支援に参加する産前教育
が必要である。 
 

